
参加者全員でグループ毎の

発表内容を確認しながら、イ

メージスケッチ案の修正点

とまちなみづくりの進め方

について、意見をまとめまし

た。 

３．全員でのまとめ さいたま市 都市局 まちづくり推進部 まちづくり総務課 
ＴＥＬ：０４８－８２９－１４４５ ＦＡＸ：０４８－８２９－１９７６

○市では、岩槻駅周辺地区に残り旧城下町を偲ばせる地域資源等を活用し、「みちづくり」と沿道の「まち

なみづくり」を一体的に進め、人々が何度も訪れたくなるような賑わいの創出を目指す「岩槻歴史街道

事業」を推進しています。 

○「裏小路まちなみづくりワークショップ」は、裏小路での岩槻歴史街道の実現に向け、裏小路の「将来

イメージ」の共有を目指し、沿道の皆様などが話し合う「場」として開催しました。 

今年度は、年度末までに４回開催する予定でしたが、 

これまでのワークショップのまとめを確認する回として、 

第５回ワークショップの開催を追加しました。 

○本ニュースは、裏小路のまちなみづくりの取組を沿道の 

皆様などに広くお知らせするために発行するもので、 

第４号である今回は、２月２１日に開催した「第４回 

裏小路まちなみづくりワークショップ」と、３月１４日 

に開催した「第５回裏小路まちなみづくりワークショッ 

プ」の内容をあわせてご報告します。 

第４号 
発行月：平成27年3月 

○プログラム 

13:30～ (開会)ワークショップの趣旨説明 

13:40～ 第１回～第３回ワークショップ結果の振り返り

14:00～ 「イメージスケッチ案の確認」と 

「まちなみづくりの進め方」の検討 

15:30～ グループ毎に発表 

15:45～ 全員でのまとめ 

16:40～ 総括 

16:50～ 次回ワークショップの案内(閉会） 

第２回ワークショップのテーマ…『まちなみづくりの事例を学ぼう』 

第４回ワークショップは、第３回ワークショップでの話し合いを踏まえて作成したイメージスケッ

チ案を確認し、まちなみづくりの実現に向け、住民と市の役割や今後の取り組みについて話し合いま

した。 

○日  時  : 平成２７年２月２１日(土)１３:３０～１６:５０ 

○場  所  : 岩槻本町公民館 大会議室 

○参 加 者  : １２名(１班７名、２班：５名) 

グループに分かれ、イメージ

スケッチ案の確認と修正点を

話し合い、住民と市の役割や

今後のまちなみづくりの進め

方を検討し、整理しました。

１.｢イメージスケッチ案｣の確認と 

[まちなみづくりの進め方]の検討
２．発表 

第４回・第５回ワークショップを開催しました！ 

第４回ワークショップのテーマ…『将来のイメージを共有しよう』 

検討の

様子 

第４回ワークショップの様子 

イメージスケッチ案の修正点

とまちなみづくりの進め方を

グループ毎に発表しました。

全員でのまとめ 

１班と２班の発表内容を基に、参加者全員でイメージスケッチ案の修正点とまちなみづくりの進め

方について話し合い、意見をまとめた結果は以下のとおりです。 

第４回ワークショップのまとめ 

今後の検討事項 

・塀の高さ 

・車道の舗装（石畳調または 

石畳） 

・車道、狭さく、路肩の色 

※車道と路肩等の色を反転させたス

ケッチを作成し、比較出来るよう

にしたい。 

イメージスケッチ案の修正点

まちなみづくりの進め方 

・無電柱化を目指した方が良い 

・照明は茶系・行燈風のデザインが良い 

・四季を感じるよう花木や花を増やしたい 

・実現性は別として、櫓(やぐら)や関所で裏

小路らしさを演出したい 

・防災面に配慮し、現状の5.5ｍの道路幅員

から拡幅した6mとしたい 

・もっとにぎわいがあるイメージとしたい 

・ルールづくり （どのようなルールになるか分からないと、組織に参加しづらい） 

・集まる場づくり（沿道の方が話し合っていく「場」が必要） 

・市との協働 （住民と協働で進める） 

・体制と進め方 （過去の事例を参考とする（例：景観形成研究会）） 

裏面へ 

★ 「裏小路まちなみづくりワークショップのまとめ」

も同封いたしますので、あわせてご確認下さい。 

来年度も引き続き、皆様との協働で進めてまいりま

すので、ご理解・ご尽力を賜りますようお願いいた

します。 

まちなみの 

課題をみつけよう

第 1回

まちなみづくりの 

事例を学ぼう

第２回

将来のイメージを 

考えよう

第３回

将来のイメージを 

共有しよう

第４回

【裏小路まちなみづくり】 

平成26年度の全4回ワークショップの概要

今回
将来のイメージを 

確認しよう
第５回

今後の進め方のまとめ 

まちなみのルールをつくっていくためにも、まずは組織づくり

を始めることを確認しました。 

イメージスケッチ案の修正点

まちなみづくりの進め方



第５回ワークショップでは、第4回ワークショップの結果を基に修正した将来のまちなみイメージと

これまでのワークショップのまとめを確認しました。また、まちなみづくりの実現に向け、今後のまち

なみづくりの進め方について話し合いました。 

第５回ワークショップのテーマ…『将来のイメージを確認しよう』 第５回ワークショップのまとめ 

★さいたま市のホームページでもワークショップの情報をのせています★

  さいたま市のトップページ（http://www.city.saitama.jp/index.html）から『裏小路』で検索してみてください。

○日  時  : 平成２７年３月１４日(土) １３:３０～１５:０５ 

○場  所  : 岩槻本町公民館 大会議室 

○参 加 者  : ８名 

○プログラム 

13:30～ (開会)本日の流れの説明 

13:40～ ワークショップのまとめの確認 

将来のイメージスケッチの確認 

14:30～ 今後の進め方の話し合い 

15:00～ 総括 

15:05～ (閉会) 

最後に、参加者全員で今後のま

ちなみづくりの進め方につい

て話し合いました。 

３．今後の進め方の検討 

参加者全員で共有した３つの事項

と平成２６年度裏小路まちなみ 

づくりワークショ 

ップの開催概要を 

確認しました。 

１.ワークショップのまとめの確認 

２．イメージスケッチの確認 

第５回ワークショップの様子 

共有したことの１つである将来

のイメージスケッチの修正案を

確認しました。 

今後について 

・まちなみづくりを進めるには、沿道住民に本ワークショップの内容やどのようにまちなみづくり

を進めるかについて、引き続き周知していく必要がある。（市との協働で、本ワークショップ開催

に至った経緯などを説明する機会を設けたり、地域の防災面でも情報共有が必要である。） 

・まちなみづくりを進めるため、活動の基盤となる地元の「組織」が必要である。 

・この組織づくりに向けては、まずは準備会を立ち上げ、準備会メンバーが集まって話し合う「場」

が必要である。 

まちなみづくりの実現のために、今後は活動の基盤となる「地元組織をつくる」ことを目指します。

この組織づくりに向け、まちなみづくりの活動を広めながら、まずは「準備会」を立ち上げ、どの

ように進めて行くかを準備会で話し合うとともに、市との協働で進めていきます。 

ワークショップのまとめと 

イメージスケッチの確認 

今後の進め方の検討 

ワークショップのまとめにつ

いて、イメージスケッチ修正案を

含めて参加者の皆様から了承を

いただきました。 

また、更に検討が必要な事項と

して以下があがりました。 

・無電柱化について 

・道路の拡幅の必要性について

（まちなみ、歩行者の安全性お

よび防災上の観点から） 

確認の

様子 

「春」をテーマとした将来のイメージスケッチ

はじめに取り組むこと：地元組織をつくる 

① まちなみづくりの活動を広める（裏小路まちなみづくりワークショップのまとめ）

・ ニュースを配布、自治会回覧版でお知らせ、説明会の実施 など 

② 準備会を立ち上げる（組織づくりに向けて） 

・ 準備会の主要メンバーを集める、組織の構成・会員集めの検討、勉強会の実施 など

裏小路まちなみづくり 

ワークショップのまとめ（案）

将来のイメージスケッチ（修正案）

秋

夏

春

③ 組織をつくる

・ 組織の会員を集める、規約をつくる、代表者等を決める など


